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開 催 日 時

滞 在 場 所

プログラム

8
月
20
日
か
ら
14
日
間
、
京
都

府
内
外
で
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
市
内
に
滞
在
し
、
各
自

が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

京
丹
後
市
の
風
土
や
歴
史
等

を
調
査
し
、
そ
こ
で
の
発
見
を

活
か
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
作
品
プ
ラ
ン
の
構
想
を
作
成

し
て
、次
年
度
に
そ
の
プ
ラ
ン
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、

そ
の
記
録
を
デ
ー
タ
化
し
、ア
ー

ト
の
視
点
に
よ
る
新
し
い
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
を
作
成
し
ま
す
。

国
際
的
に
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
や
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
た
ち
か
ら
、

リ
サ
ー
チ
の
手
法
や
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
作
り
方
を
学
ぶ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
、
参
加
者
の
調
査
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
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8 月 20 日 （月）

8 月 21 日 （火）

8 月 22 日 （水） ～ 8 月 25 日 （土）

8 月 26 日 （日）

8 月 27 日 （月）

8 月 28 日 （火） ～ 8 月 31 日 （金）

9 月 1 日 （土）

9 月 1 日 （土） ～ 9 月 2 日 （日）

京丹後市内にて、 SIDE CORE によるガイダンス 「アーティストにとってリサーチとは」 を開催。

SIDE CORE と京丹後市内をフィールドワーク。
その後、 各参加者によるプレゼンテーションを実施し、 SIDE CORE からアドバイスをもらう。

各自の計画により京丹後市内を調査し、 アートプロジェクトや作品のプランを策定。

黒瀬陽平によるワークショップ 「地域とアートプロジェクト」 を実施。※1

中間報告を実施し、 SIDE CORE からアドバイスをもらう。
その後、 島袋道浩 ×SIDE CORE によるワークショップ 「折り返しディスカッション」 を実施。※1

各自の計画により京丹後市内を調査し、 アートプロジェクトや作品プランの構想を策定。

参加者の作品プランやプロジェクトのプレゼンテーションによる講評会及び活動報告展を開催。※2

参加者の活動報告展を実施。 一般開放し多くの鑑賞者が訪れた。

参加アーティスト

石毛 健太／高橋 臨太郎／田中 良佑／前谷 開／鷲尾 怜

2018 年 8 月 20 日 （月） ～ 9 月 2 日 （日）

京都府京丹後市峰山町　「OGINO 邸」

ホームページ http://kyoto-research.com/kyotango2018

京
丹
後

※１　本プログラムでのワークショップとは、 情報の交換や共有のみならず、 アイデアの出し合いやディスカッションを繰り返し、 各自が設定したテーマに沿ったアートプロジェクトや
　　   作品プランの実現に向けた戦略や施策などを固めていくものです。
※２　次年度、 本プログラムで提案されたアートプロジェクトや作品プランをもとにした展覧会を伴うアーティスト ・ イン･レジデンス事業 「大京都 2019 in 京丹後」 の開催を京丹後
　　   市内で予定しています。

京
都
:R
e-Search 2018 in 

　京都府内では、交流人口の拡大、地域の活性化へ繋げるさ

まざまな取組を行っています。

　その一つとして、アーティストが一定期間滞在し、地域で制作

を行うアーティスト・イン・レジデンス事業「京都:Re-Search」、

「大京都」を実施し、地域が本来持ち得ているポテンシャルや

その魅力をアートの視点から引き出すことを試みています。

　2018年度は8月から9月にかけてと2019年2月から3月

にかけて、京丹後市内で「京都:Re-Search 2018 in京丹後」、

亀岡市内で「京都:Re-Search 2018 in 亀岡」を実施しました。

　そして京田辺市内と福知山市内で「京都:Re-Search 2017 

in京田辺」、「京都:Re-Search 2017 in福知山」のリサーチ

をもとに、 5月から7月にかけてと9月から11月にかけて、地域

の新しいアートドキュメント(＝記録)を作成する「大京都 2018 

in 京田辺」、「大京都 2018 in 福知山」を開催しました。

　1月には京都文化博物館別館にて、京都:Re-Search フォー

ラム「地域と向き合う～アーティストのリサーチ～」を開催しました。

今年度のフォーラムでは、アーティストのリサーチについて、また、

その成果物としての作品やそのプロセスは地域に何をもたらすの

かについて議論を深めました。

京都:Re-Search 2018 in 京丹後



「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
拾
え
る
情
報
よ
り
も
、直
接
現
地
で
出
会
う

物
事
の
方
が
重
要
だ
と
思
っ
た
。出
会
っ
た
人
と
の
場
の
空
気
や
相

手
の
挙
動
、話
し
口
調
な
ど
は
、数
値
化
し
た
り
、交
換
で
き
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。」

1994 年東京都生まれ、 在住。 東京藝術大学大
学院修士過程表現研究科壁画修了後、 2018 年よ
り URG として都市論の再興をテーマに活動を開始。
主な展覧会に 「変容する周辺　近郊、 団地」 など。

石毛健太

石
毛
健
太
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「
丹
後
ち
り
め
ん
に
関
わ
る
人
や
、変
わ
っ
て
い
っ
た
風
景
を
リ

サ
ー
チ
。ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
の
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、自
分
の
思
っ
た
通
り
に
な
る
は
ず
も
な
く
、想
定
外
な
こ
と

が
次
々
と
起
こ
り
ま
し
た
。」

TA
K
A
H
A
SH
I R
intaro

高
橋
臨
太
郞

京丹後の伝統工芸品である 「丹後ちりめん」 をテーマに選んだ。 たっ
た 2 週間で、 どのように地元の方と関係を築いていくかが難しかっ
たが、 実際に自分でちりめんを織ることが出来たのは収穫である。

1991 年東京都生まれ、 在住。 東京藝術大学
大学院美術研究科博士後期課程で美術を学
ぶ。 湖の漂流物を集めて湖面上に一時的に土
地を作ったり、 媒体や手法をあえて決めずに作
品を制作する。

高橋臨太郞 「Deaf leopard」

ISH
IG
E K
enta

「
京
丹
後
に
あ
る『
七
姫
伝
説
』か
ら
、細
川
ガ
ラ
シ
ャ
に
つ
い
て
リ
サ
ー

チ
し
て
い
く
う
ち
に
、彼
女
の
溜
め
息
の
よ
う
な
も
の
が
耳
の
傍
で
す

る
気
が
し
て
、僕
は
彼
女
の
、時
代
を
超
え
た〝
寂
し
さ
〞を
も
っ
と
想

像
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」

田
中
良
佑

「
古
墳
や
古
い
石
碑
が
残
っ
て
い
る
一
方
で
、使
わ
れ
な
く
な
り

放
置
さ
れ
た
建
物
を
目
に
し
た
と
き
、京
丹
後
の
地
理
や
歴
史

を
ふ
ま
え
な
が
ら
、現
在
の
人
々
か
ら
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
作
品
化
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」

M
A
ETA

N
I K
ai

前
谷
開

京丹後にある古墳や遺跡、 面する日本海を見て行くなかで、 東ア
ジア地域との交易や、 京丹後の風土についてリサーチし、 自分な
りに理解していった。 地域の外から来た自分が、 この場所で何を
見せることができるのか考えていきたい。

前谷開 「Forget Every Remember Some」
1988 年愛媛県生まれ、京都府在住。京
都造形芸術大学大学院 芸術研究科表現
専攻修了。自身の行為を変換し、確認
するための方法として主に写真を使った
作品制作を行う。

TA
N
A
K
A
 R
yosuke

アーティストの取り組み

1990 年香川県生まれ、 東京都在住。 東
京藝術大学大学院修士課程美術研究科
壁画専攻修了。 「社会の中のそれぞれの
『私』」 という言葉を大切に、 この世界で
生きるそれぞれの人生の可能性を探る。

田中良佑
細川ガラシャが幽閉されていたという山奥の村 「味土野」 を訪れた。
そこに移住して来たという元シスターの方のインタビュー映像を上映
し、 「昔」 と 「現代」 の二人の女性のかすかに重なる部分について
の想像を試みた。

面と向かってコミュニケーションを取ることの重要性を再認識
しながら、 話を伺ったり、 漂着物を収集して、 リサーチを行った。
来年実際に取り組む作品制作までに、 スケッチを行いたい。

「夜が嘆きに包まれても」 「荒野の声 / The voice of wildness」



2012 年から高須咲恵と松下徹により活動を開始。 美術史や日本の歴史を背景にストリートアートを読み解く展覧会 『SIDE 
CORE - 日本美術と 「ストリートの感性」 -』 を発表。 その後、 問題意識は歴史から現在の身体や都市に移行し、 『SIDE CORE 
- 身体／媒体／グラフィティ -』 （2013 年）、 『SIDE CORE - 公共圏の表現 -』 （2014 年） を発表。 さらに 2015 年の 『TOKYO 
WALK MAN』 からは表現の場を、 室内から実際のストリートへと広げる。 ゲリラ的な作品を街に点在させ、 建築や壁画、 グラフィ
ティを巡る 『MIDNIGHT WALK tour』 は、 現在まで不定期に開催している。 2017 年より、 西広太志がメンバーとなり、 公共空
間にある見えない制度に、 遊びを交えた視覚化をするアプローチの手法が確立されていく。 また、 数々の展覧会に参加する一方、
2016 年からは東京の湾岸地域のスタジオ 『BUCKLE KOBO』 の運営に関わるなど、 都市での表現のあり方を拡張し続けるアー
ティストたちが、 流動的に参加できる場として、 展覧会に留まらない活動を展開している。

SIDE CORE
アーティスト

1983 年生まれ。 ゲンロン カオス * ラウンジ新芸術校主任講師。 東京藝術大学大学院美術研究科博士後期課程修了。 博士 （美
術）。2010年から梅沢和木、藤城嘘らとともにアーティストグループ「カオス*ラウンジ」を結成し、展覧会やイベントなどをキュレー
ションしている。主なキュレーション作品に『破滅*ラウンジ』（2010年）、『カオス*イグザイル』（F/T11主催作品、2011年）、『キャ
ラクラッシュ！』 （2014 年）、 『カオス * ラウンジ新芸術祭 2017 「市街劇 百五〇年の孤独」』 （2017 年） など。 著書に 『情報
社会の情念』 （NHK 出版、 2013 年）

黒瀬 陽平
美術家／美術批評家

1969 年神戸市生まれ。 那覇市在住。 1990 年代初頭より国内外の多くの場所を旅し、 そこに生きる人々や動物、 風習や環境
に関係したインスタレーションやパフォーマンス、 ビデオ作品を制作している。 パリのポンピドー・センターやロンドンのヘイワード ・
ギャラリーなどでのグループ展やヴェネチア ・ ビエンナーレ (2003/2017)、 サンパウロ ・ ビエンナーレ (2006) などの国際展に多
数参加。 2004 年から 2016 年まではドイツ、 ベルリンを拠点にし、 ドイツ、 ブラウンシュワイグ芸術大学やスイス、 チューリッヒ
芸術大学などで客員教授を務める。 著書に [ 扉を開ける ] （リトルモア）、 絵本 [ キュウリの旅 ] （小学館） などがある。

島袋 道浩
美術家

京都:Re-Search 2018 in 京丹後　アーティストの取り組み

「
市
内
を
散
策
し
て
い
る
う
ち
に
、そ
の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た

観
光
地
の
よ
う
な
空
気
を
見
い
出
せ
た
の
で
、観
光
地
化
に
よ
っ
て

失
わ
れ
た
リ
ア
リ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。」

鷲
尾
怜

06

1995 年東京都生まれ、 京都府在住。 京都市立
芸術大学大学院美術研究科彫刻専攻で美術を学
ぶ。 違和感や虚構性のあるものに対して外部であ
る自分がどう介入して、 どんな衝突が起きるのかと
いう興味から作品を制作する。

鷲尾怜幽霊になってでも琴引浜は大事にしたい

W
A
SH
IO
 R
ay

2
月
25
日
か
ら
14
日
間
、
京
都
府
内
外
で
活
動
す
る
ア
ー
ティ
ス
ト
が
市
内
に
滞
在
し
、
各
自
が
設
定
し
た
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
、
亀
岡
市
の
風
土
や
歴
史
等
を
調
査
し
、
そ
こ
で
の
発
見
を
活
か
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
作
品
プ

ラ
ン
の
構
想
を
作
成
し
て
、
次
年
度
に
そ
の
プ
ラ
ン
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、
そ
の
記
録
を
デ
ー
タ
化
し
、

ア
ー
ト
の
視
点
に
よ
る
新
し
い
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
作
成
し
ま
す
。国
際
的
に
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
た
ち
か
ら
、
リ
サ
ー
チ
の
手
法
や
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
作
り
方
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
フィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
、参
加
者
の
調
査
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

亀 

岡 
京
都
:R
e-Search 2018 in 

講師プロフィール

違和感や虚構性のあるものに対して、 外部である自分がどう介入し
たら、 どんな衝突が起きるのかに興味を持って来た。 今回、 琴引
浜鳴き砂文化館で売っていたお土産品の 「鳴き砂」 をモチーフに、
それにまつわるストーリーを作品化する可能性を探った。

2
月
25
日
か
ら
14
日
間
、
京
都
府
内
外
で
活
動
す
る
ア
ー
ティ
ス
ト
が
市
内
に
滞
在
し
、
各
自
が
設
定
し
た
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
、
亀
岡
市
の
風
土
や
歴
史
等
を
調
査
し
、
そ
こ
で
の
発
見
を
活
か
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
作
品
プ

ラ
ン
の
構
想
を
作
成
し
て
、
次
年
度
に
そ
の
プ
ラ
ン
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、
そ
の
記
録
を
デ
ー
タ
化
し
、

ア
ー
ト
の
視
点
に
よ
る
新
し
い
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
作
成
し
ま
す
。国
際
的
に
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
た
ち
か
ら
、
リ
サ
ー
チ
の
手
法
や
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
作
り
方
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
フィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
、参
加
者
の
調
査
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
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岡 
京
都
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0707



今後も現地に訪れながら山師や船頭さんから仕事にまつわる身体的な
動きを学びトレーニング化していきます。 また、 現在の丹波林業や筏の
終着地点であった嵐山から京都市内に木材を運んでいた西高瀬川につ
いてもリサーチを重ね、 大堰川全体の物語をまとめていきたい。

「
亀
岡
を
流
れ
る
大
堰
川
と
上
流
部
の
丹
波
を
繋
ぐ
物
流
の
歴
史
に

つ
い
て
、師
を
見
つ
け
て
弟
子
入
り
す
る
こ
と
で
、身
体
的
に
理
解
し

て
行
き
た
い
。」

1984年京都府生まれ、 大阪府在住。 身体0ベー
ス運用法とは、 染色作家安藤隆一郎による 「も
のづくりの視点」 から様々な文化の身体を読み
解き、 現代生活への応用していく活動。 医学や
スポーツとは異なる新たな身体学としての可能
性を探っている。

身体０ベース運用法 / 安藤隆一郎

身
体
０
ベ
ー
ス
運
用
法
／
安
藤
隆
一
郎
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「
テ
ー
マ
を
掲
げ
ず
、街
の
日
常
に
身
を
任
せ
て
動
い
て
い
た
。

し
か
し
近
所
で
出
会
っ
た
人
達
と
行
動
を
共
に
し
た
こ
と
で
、

街
の
日
常
を
知
り
、も
っ
と
参
加
し
た
い
と
思
っ
た
。」

O
N
O
 Takayasu

小
野
峰
靖

Shintai zero base U
nyo-ho / A

N
D
O
 R
yuichiro

「
石
は
何
千
年
、何
億
年
と
い
う
な
が
さ
の
時
間
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
、な
が
い
時
間
軸
を
持
っ
た
石
を
焼
き
た
い
、と
構
想
し
た
。

そ
し
て
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、私
が
分
か
っ
た
こ
と
は
、こ
の
土
地
に
は

人
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」

1995 年東京都生まれ、 石川県在住。 金沢美
術工芸大学美術工芸研究科修士課程で美術
を学ぶ。 「視覚では捉えられないものを捉える
ことが出来たときは、 よろこびかどうか」 を作
品 / 制作のテーマとしている。

上岡安里

上
岡
安
里

「
亀
岡
市
は
、故
郷
と
地
形
が
と
て
も
似
て
い
て
初
レ
ジ
デ
ン
ス

の
場
と
し
て
親
近
感
が
あ
り
興
味
が
あ
っ
た
。亀
岡
に
す
で
に

あ
る
魅
力
を
と
こ
と
ん
推
し
た
。」

K
A
M
IK
AW
A
 K
anae 

上
川
桂
南
恵

K
A
M
IO
K
A
 A
sato
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「山カラ川ヘト物流スル身体ノ弟子ニ入ル」
この街をリサーチしてわかった 「人がいる」 ということ。 そして、 人
が存在するうえで必要な 「水」 と 「太陽」。 それらのことに着目し
た結果、 この亀岡で 「石を焼くこと」 ができると考えた。 そして、 そ
のことを作品プランにした。

「石を焼くこと」

より長く滞在し、 街の人たちとより自然な関係性を作っていきたい。
亀岡には 「平和池」 が存在していた 「今日」 があったはずで、 し
かし現在進行形の 「今日」 は平和池があった頃とは別の “位置”
にあるような感覚があります。 その感覚を作品化していきたい。

1989 年大分県生まれ、 在住。 今日の自分が何
を忘れていて、 これから先何を忘れてしまうのか
把握できない境遇において、 目の前の情景を無
責任に物質化できる写真の機能を 「忘失のメディ
ア」 とみなし様々なフィールドで検証している。

小野峰靖 「平和池は今日で忘れる」
レジデンス後から自宅の庭でチョロギを栽培し始めた。 金の屏風に
龍のようなチョロギが描けないかと模索中。 チョロギ村で公開制作
をする。 かめまるくんを 3000 体あまり描いた絵を清書しポスターと
して展開する。 すでにある亀岡の魅力をとことん推したい。

熊本県出身。 東京藝術大学美術学部先端芸術表
現科で美術を学ぶ。 表現媒体は主に絵画。 音楽、
立体なども制作。 幼少期から慣れ親しんだものや
故郷熊本県に目を向けた作品を多く制作。 モチー
フに全身で憑依しながら作品制作を行う。

上川桂南恵 「亀岡愛」

アーティストの取り組み



商店街の店の人に今どんな雰囲気か、 昔はどんな雰囲気だったか、 これ
からどうしたいかなどを聞いて回った。 そのような話を聞いているうちに、 人
がいないということをポジティブに考えられないだろうかと思うようになった。

1998 年東京都生まれ、 茨城県在住。 東京
藝術大学美術学部先端芸術表現科で美術
を学ぶ。 普段は絵を描いたり、 折り紙にて
制作。 最近はアニメーションに挑戦している。

倉科明尚

1011 京都:Re-Search 2018 in 亀岡　アーティストの取り組み

「
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
こ
の
街
に
強
く
響
く
よ
う
な
導
線
や
展
覧

会
と
し
て
の
魅
せ
方
を
考
え
抜
く
こ
と
、そ
れ
は
こ
の
場
で
私
が

ア
ー
ティ
ス
ト
と
し
て
作
品
を
ひ
と
つ
残
す
こ
と
と
等
し
く
、あ
る

い
は
そ
れ
よ
り
も
極
め
て
重
要
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
る
。」

TA
K
ED
A
 M
oka

武
田
萌
花

「
亀
岡
に
と
っ
て
の
私
は
エ
イ
リ
ア
ン
で
あ
る
、つ
ま
り
外
か
ら
来
た
人

間
で
あ
る
。外
か
ら
来
る
こ
と
の
苦
痛
を
越
え
て
、そ
の
土
地
に
留
ま

る
術
を
パ
ッ
キ
ン
グ（
包
む
こ
と
）の
特
性
か
ら
考
え
ま
し
た
。」1996 年北海道生まれ。 東京藝術大学

美術学部先端芸術表現科で美術を学
ぶ。 ある現象から物語を展開させたイ
ンスタレーションや、 絵画の身体を移植
したパフォーマンス映像などを制作。

中谷優希

中
谷
優
希

「
普
段
か
ら
の
関
心
事
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、普
段
ど
お
り

の
生
活
を
送
る
こ
と
を
心
が
け
た
。と
は
い
え
、過
ご
す
こ
と
の

な
か
っ
た
場
所
、過
ご
す
こ
と
の
な
か
っ
た
方
々
と
の
生
活
に

よ
っ
て
、物
事
に
対
す
る
視
点
の
多
様
性
を
考
え
直
す
こ
と
と

な
っ
た
。」

H
A
R
A
D
A
 Shinjiro

原
田
眞
次
郎

N
A
K
AYA

 Yuuki

アーティストの取り組み京都:Re-Search 2018 in 亀岡　アーティストの取り組み

「亀岡の商店街にもし仏が休んでいたら」
レジデンス前半は場所性に留意して、 亀岡に伝わる花踊り / 丹波霧 / 馬路大納
言について興味を持ち探求を進めた。 後半はアーティスト ・ イン ・ レジデンスそ
のものについて疑問を感じ、 自分は外から来た人間であるということから外部性
について、 またその場に留まるための方法としてのパッキングをテーマとした。

「alien」

報告展では、 ささやかな企みとして入口に詩を添えた作品を展示した。 亀岡
盆地の 「倒木」 から作品プランも考えたが、 それを個人のものとして発表す
るのだけではなく、 他のメンバーや亀岡の街との関係性をしっかりと見つめ、
今後展覧会としてどうやって魅せることができるかを考える必要があると感じた。

1997 年東京都生まれ、 東京都在住。 東
京藝術大学美術学部先端芸術表現科で
美術を学ぶ。 インスタレーション作品と舞
台表現のあいだ、 あるいはそれらを超えた
空間での表現を模索して作品を制作。

武田萌花 「『小盆地宇宙』循環していくアート」
リサーチで出会った、 自然との関わりが深い自給自足のお爺さ
んの、 生活を疑似体験できるツアーや彼をモチーフにした土産品
などを作っていきたい。 今後お爺さんとより多く時間を過ごすこと
によって、 具体的なプランを練っていく。

原田眞次郎 「自給自足をしているお爺さんとの生活」

「
商
店
街
の
お
店
に
出
来
る
だ
け
入
り
、い
ろ
ん
な
話
を
聞
い
て

回
っ
た
。ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
向
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、そ
の

方
向
で
表
現
す
る
か
も
し
れ
な
い
。」

倉
科
明
尚

K
U
R
A
SH
IN
A
 A
kinao

1986 年神奈川県生まれ、 兵庫県在
住。 神戸市内の市街地各所 （賛同
者の身近な場所） において葡萄の栽
培を行い、 収穫、 ワインとして醸造
を行う活動を主導している。
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果てしなく不確かな現実世界を、 私たちの実感に引き寄せようとする作品を展開している。 手法やジャンルにはこだわらず、
展示空間や観客を含めた状況、導線を重視。創作方法は、現在の中心メンバー（アーティスト荒神明香、ディレクター南川憲二、
インストーラー増井宏文）の個々の特徴を活かしたチーム・クリエイションに取り組み、発想、判断、実現における連携の精度や、
精神的な創作意識の共有を高める関係を模索しながら活動している。 主な活動に、 たよりない現実この世界の在りか／資
生堂ギャラリー／東京、 おじさんの顔が空に浮かぶ日／宇都宮美術館館外プロジェクト 2014、 Elemental Detection ／さ
いたまトリエンナーレ 2016、 repetition window ／ Reborn-ArtFestival ／石巻、 などがある。

目【mé】
現代芸術活動チーム

東京藝術大学大学院にて美術史および美術教育史、英国ロイヤル・カレッジ・オブ・アートで現代美術キュレーティングを学ぶ。
熊本市現代美術館など公立美術館での 12 年の勤務を経て、 2013 年に独立。 2017 年より十和田市現代美術館学芸統括と
しても活動。 日本の近現代における文化受容の歴史への興味から、 漫画、 グローバリゼーション、 ニューメディアアートなど
を調査対象とし、 「美術」 領域を問い直す活動を続けている。 近年の主な展覧会に KENPOKUART 2016 茨城県北芸術祭 （茨
城、 2016）、 「ラファエル ・ ローゼンダール ： ジェネロシティ 寛容さの美学」 （十和田市現代美術館、 青森、 2018） がある。

金澤 韻
インディペンデント・キュレーター、
十和田市現代美術館学芸統括

美術家

1969 年神戸市生まれ。 那覇市在住。 1990 年代初頭より国内外の多くの場所を旅し、 そこに生きる人々や動物、 風習や環
境に関係したインスタレーションやパフォーマンス、 ビデオ作品を制作している。 パリのポンピドー ・ センターやロンドンのヘ
イワード ・ ギャラリーなどでのグループ展やヴェネチア ・ ビエンナーレ (2003/2017)、 サンパウロ ・ ビエンナーレ (2006) など
の国際展に多数参加。 2004 年から 2016 年まではドイツ、 ベルリンを拠点にし、 ドイツ、 ブラウンシュワイグ芸術大学やスイス、
チューリッヒ芸術大学などで客員教授を務める。 著書に [ 扉を開ける ] （リトルモア）、 絵本 [ キュウリの旅 ] （小学館） などがある。

島袋 道浩
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安藤 隆一郎／小野 峰靖／上岡 安里／上川 桂南恵／倉科 明尚／武田 萌花／中谷 優希／原田 眞次郎

京都:Re-Search 2018 in 亀岡

開 催 日 時

滞 在 場 所

プログラム

2 月 25 日 （月）

2 月 26 日 （火）

2 月 27 日 （水） ～ 3 月 2 日 （土）

3 月 3 日 （日）

3 月 4 日 （月）

3 月 5 日 （火） ～ 3 月 8 日 （金）

3 月 9 日 （土）

3 月 9 日 （土） ～ 3 月 10 日 （日）

亀岡市内にて、 目 【mé】 によるガイダンス 「アーティストにとってリサーチとは」 を開催。

目 【mé】 と亀岡市内をフィールドワーク。
その後、 各参加者によるプレゼンテーションを実施し、 目 【mé】 からアドバイスをもらう。

各自の計画により亀岡市内を調査し、 アートプロジェクトや作品のプランを策定。

金澤韻によるワークショップ 「地域とアートプロジェクト」 を実施。※1

中間報告を実施し、 目 【mé】 からアドバイスをもらう。
その後、 島袋道浩 × 目 【mé】 によるワークショップ 「折り返しディスカッション」 を実施。※1

各自の計画により亀岡市内を調査し、 アートプロジェクトや作品プランの構想を策定。

参加者の作品プランやプロジェクトのプレゼンテーションによる講評会及び活動報告展を開催。※2

参加者の活動報告展を実施。 一般開放し多くの鑑賞者が訪れた。

2019 年 2 月 25 日 （月） ～ 3 月 10 日 （日）

京都府亀岡市保津町　「心凜愛荘」

http://kyoto-research.com/kameoka2018

※１　本プログラムでのワークショップとは、 情報の交換や共有のみならず、 アイデアの出し合いやディスカッションを繰り返し、 各自が設定したテーマに沿ったアートプロジェクトや作品プラン
　　   の実現に向けた戦略や施策などを固めていくものです。
※２　次年度、 本プログラムで提案されたアートプロジェクトや作品プランをもとにした展覧会を伴うアーティスト ・ イン･レジデンス事業 「大京都 2019 in 亀岡」 の開催を亀岡市内で予定して
　　   います。
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京
田
辺

大
京
都
 2018 in

講師プロフィール

ホームページ

「
京
都:

R
e
‐
S
e
a
r
c
h   

2
0
1
7 

i
n 

京
田
辺
」の
リ
サ
ー
チ
を
も
と
に
、
ア
ー
ティ
ス
ト
に
よ
る
地
域
の
新
し
い
ア
ー
ト
ド

キ
ュ
メ
ン
ト（
＝
記
録
）を
作
成
す
る
、「
大
京
都 

2
0
1
8 

i
n 

京
田
辺
」を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
ア
ー
ティ
ス
ト
は
、「
京
都:

R
e
‐
S
e
a
r
c
h   

2
0
1
7 

i
n 

京
田
辺
」か
ら
3
名
を
選
抜
し
、
昨
年
度
講
師
と
し
て
招

き
、
京
田
辺
を
共
に
リ
サ
ー
チ
し
た
島
袋
道
浩
氏
を
迎
え
、
約
3
ヶ
月
に
お
よ
ぶ
滞
在
制
作
と
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
京
田
辺
市
内
各

所
で
公
開
し
発
表
し
ま
す
。



光
岡
幸
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M
IT
SU
O
K
A
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oichi

1
9
9
0
年
愛
知
県
生
ま
れ
︒
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
油
画
科
修
了
︒
元
々
は
建
築
を
学
ん
で
い
た
が
︑
東
京
の

下
宿
先
か
ら
愛
知
の
実
家
ま
で
徒
歩
で
帰
った
事
を
き
っか
け
に
人
と
直
接
関
わ
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
興
味
を
持
ち
︑

制
作
を
は
じ
め
る
︒
以
降
︑
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
︑
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
︑
写
真
な
ど
︑
様
々
な
手
段
を
使
って
制
作
を
行
う
︒

主
な
プ
ロ
ジ
ェク
ト
に
﹃上
野
の
あ
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
の
壊
れ
て
放
置
さ
れ
た
台
車
を
勝
手
に
回
収
し
て
勝
手
に
治

し
て
返
す
﹄
な
ど
︒
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《雲に手のとどく川》は、天井川の土手に立つと向かいの家の 2 階から

綿菓子がデリバリーされる作品。北米原産の植物名である《ポポー》は、

珍しい物をみんなで食べたいと見つけた果樹だが、
既にポポーを植えている人が同じ町にいた事を知り、地域との縁を結んだ。《雲に手のとどく川》、 《深く掘り下げる》、 《ポポー》

山
本
昂
二
朗

YA
M
A
M
O
T
O
 K
ojiro

閉店する町で
唯一の駄菓

子屋「千歳屋
」の思い出話

を聞いた山
本は移動

店舗《ファー
ストショップ

》を仕立てた
。また、市街地

の美容院と新
興住宅地

のヘアサロン
で、同じ日に

それぞれ散髪
とパーマをし

、日ごろ行き
来の少な

い両地域の
コラボレーシ

ョンが頭上で
行われた。

《カット & パーマ》、 《ファーストショップ》

1
9
9
3
年
滋
賀
県
甲
賀
市
生
ま
れ
︒
実
感
し
が
た
い
物
事
を
自
力
で
扱
う
こ
と
に
よ
って
想
像
を
可
視
化
さ
せ
る
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
作
品
を
主
と
し
て
制
作
し
︑
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
︑
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
な
ど
に
よ

る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
行
う
︒
主
な
プ
ロ
ジ
ェク
ト
に
︑
被
災
地
の
瓦
礫
を
リ
ヤ
カ
ー
で
引
き
回
し
て
旅
す
る
﹃D
r
a
g 

o
n 　
t
h
e　

 

R
o
u
t
e-

1
﹄︑
地
理
的
に
異
質
な
地
域
の
土
を
収
集
し
現
地
で
か
き
混
ぜ
る
シ
リ
ー
ズ

﹃M
i
x
e
r
M
a
n
﹄
な
ど
︒
主
な
展
示
に
︑
﹁シ
ュレ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
猫
﹂(

東
京
都
美
術
館
／
2
0
1
8 ) 

な
ど
︒

15 大京都 2018 in 京田辺



島
袋
道
浩

SH
IM
A
B
U
K
U

刃物になるま
で磨いたパソ

コン「MacB
ook Air」で

りんごを切る
映像作品

は、とんちが
はまった時の

ようにスコン
と小気味よい

音が枯山水
庭園の傍ら

で響いた。参
道の紅葉並

木を支える銀
色に塗った細

い笹竹を置
いて、さり

げなく造園の
エレガントさ

を気づかせ
た。

《一休さんへ》

1
9
6
9
年
神
戸
市
生
ま
れ
︒
那
覇
市
在
住
︒
1
9
9
0
年
代
初
頭
よ
り
国
内
外
の
多
く
の
場
所
を
旅
し
︑
そ
こ
に

生
き
る
人
々
や
動
物
︑
風
習
や
環
境
に
関
係
し
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
︑
ビ
デ
オ
作
品
を
制
作

し
て
い
る
︒
パ
リ
の
ポ
ン
ピ
ド
ー
・
セ
ン
タ
ー
や
ロ
ン
ド
ン
の
ヘイ
ワ
ー
ド
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
で
の
グ
ル
ー
プ
展
や
ヴ
ェ

ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
︵2
0
0
3
／
2
0
1
7
︶︑
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
︵2
0
0
6
︶
な
ど
の
国
際
展

に
多
数
参
加
︒
著
書
に
︑
［扉
を
開
け
る
］(

リ
ト
ル
モ
ア) 

な
ど
︒

横
山
キ
ミ

YO
K
O
YA
M
A
 K
im
i

東
京
を
拠
点
に
活
動
︒
ニ
ュー
シ
ー
演
出
担
当
︑
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
創
作
す
る
︒
嗜
好
品
の
製
作
︑
お
湯
と
し
て
コ

ラ
ム
の
執
筆
な
ど
︒フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
ト
ー
キ
ョ
ー
︵2
0
1
7
︶で
は
﹁ア
イ
ア
ム
ノ
ッ
ト
フ
ェミ
ニ
ス
ト
﹂の
ス
テ
ー
ジ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
を
担
当
︒
月
に
1
度
ヴ
ァ
カ
ン
ト
に
て
バ
ー
會
出
會 (

ア
イ
デ
ア) 

を
開
店
︒

ウ
ェブ
サ
イ
ト: new

see.co

17 16

一般公開はしていない牡丹園をテーマにした。小高い天王地区から牡丹

を撮りためた古いカラーアルバムを借りうけ、1 枚を引き伸ばして、作家自ら

選んだ場「小さな平屋」で展示した。牡丹園で選んだ牡丹の写真や牡丹園

主とのやりとりを本にし、来場者に渡した。

《天王の牡丹園》

大京都 2018 in 京田辺
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福
知
山

「
京
都:

R
e
‐
S
e
a
r
c
h   

2
0
1
7  

i
n  

福
知
山
」
の
リ
サ
ー
チ
を
も
と
に
、
ア
ー
ティ
ス
ト
に
よ
る
地
域
の
新
し
い
ア
ー
ト
ド

キ
ュ
メ
ン
ト（
＝
記
録
）を
作
成
す
る
、「
大
京
都 

2
0
1
8  

i
n 

福
知
山
」を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
ア
ー
ティ
ス
ト
は
、「
京
都:

R
e
‐
S
e
a
r
c
h   

2
0
1
7  

i
n  

福
知
山
」か
ら
2
名
を
選
抜
し
、昨
年
度
講
師
と
し
て
招
き
、

福
知
山
を
共
に
リ
サ
ー
チ
し
た
藤
浩
志
氏
を
迎
え
、約
3
ヶ
月
に
お
よ
ぶ
滞
在
制
作
と
、そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
福
知
山
市
内
各
所
で
公

開
し
発
表
し
ま
す
。

大
京
都
 2018 in

参加アーティスト

光岡 幸一／山本 昂二朗／横山 キミ／島袋 道浩

開 催 期 間

展 示 会 場

開 館 時 間

プログラム

7 月 6 日 （金） ～ 7 月 16 日 （月 ・ 祝） （※金 ・ 土 ・ 日 ・ 祝のみの展示作品やパフォーマンスもあり）

天津神川、 東沢公園、 甘南備寺 東側 平屋、 酬恩庵 一休寺、 京田辺市内各所　他

9:00 ～ 17:00

http://kyoto-research.com/daikyoto-kyotanabe2018ホームページ

大京都 2018 in 京田辺

7 月 13 日 （金） 10:00 ～、 13:00 ～、 15:00 ～

7 月 14 日 （土） 10:00 ～、 13:00 ～、 15:00 ～

7 月 14 日 （土）

7 月 15 日 （日） 10:00 ～、 13:00 ～、 15:00 ～

7 月 16 日 （月 ・ 祝） 10:00 ～、 13:00 ～、 15:00 ～

ガイド付展示鑑賞ツアー

ガイド付展示鑑賞ツアー

アーティストトーク
第一部 ： 13:00〜光岡幸一•山本昂二朗•横山キミ × 光田由里 （美術評論家）
第二部 ： 15:00〜島袋道浩 × 浅田彰 （批評家）
＠薪公民館 （京都府京田辺市薪東沢 1）

ガイド付展示鑑賞ツアー

ガイド付展示鑑賞ツアー

19



池
永
梨
乃

IK
EN
A
G
A
 R
ino

1
9
9
2
年
大
阪
府
生
ま
れ
︒
同
志
社
大
学
美
学
芸
術
学
科
卒
業
︒
中
欧
遊
学
時
に
ス
イ
ス
人
ペ
イ
ン
タ
ー
の
ハ
ン

ス
ピ
ー
タ
ー
ホ
フ
マ
ン
氏
に
絵
心
を
教
え
て
も
ら
う
︒
絵
画
︑
演
劇
︑
写
真
︑
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
表
現
手
法
を

柔
ら
か
く
交
差
さ
せ
な
が
ら
自
然
と
文
明
の
境
界
線
を
問
い
︑
現
代
に
生
き
る
人
が
持
つ
深
層
心
理
の
イ
メ
ー
ジ
を
表

現
す
る
︒

20

長期的に福知山に身を置き、住民とは異なる生活者の視点としてタマムシ

に姿を変え、生活とパフォーマンス作品を一体化させようと試みた。これま

で人工的な都市開発と自然、人と自然、アートとマチなどの相反するものを

テーマとしてきた池永らしい作品となった。

《あてのない旅 ～タマムシキャンプ》

夏
池
風
冴

N
AT
SU
IK
E K
azayu

「鬼」につい
てリサーチし

、パフォーマン
ス作品を映

像化したイン
スタレー

ション作品を
制作した。4

か所の展示
場所は夏池

の指示ではな
かったにも

関わらず、「鬼
」で繋がり、時

空間を移動
する。さらに地

元の人の語り
が加わ

り、場所が立
ち上がること

を実感させた
。

《夢の山々をめぐる》

1
9
8
4
年
静
岡
県
生
ま
れ
︒
2
0
0
9
年
京
都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
漆
工
専
攻
修
了
︒
写
真
や

映
像
な
ど
様
々
な
素
材
を
使
用
し
な
が
ら
︑
想
像
力
の
境
界
に
つ
い
て
の
作
品
を
制
作
︒
主
な
個
展
に
﹁月
が
つ
い
て

く
る
よ
う
に
﹂
︵同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︑
京
都
︑
2
0
1
7
︶︑
﹁個
別
の
ま
ぼ
ろ
し
﹂
︵K
U
N
S
T 

A
R
Z
T
︑
京
都
︑

2
0
1
4
︶︑
﹁繁
る
森
の
外
﹂(

G
a
l
l
e
r
y 

P
A
R
C
︑
京
都
︑
2
0
1
4)

な
ど
が
あ
る
︒

21 大京都 2018 in 福知山



参加アーティスト

池永 梨乃／夏池 風冴／藤 浩志＆２/２

開 催 期 間

展 示 会 場

開 館 時 間

プログラム

11 月 2 日 （金）〜11 日 （日）

ゆらのガーデン、 柳町、 シンマチサイト、 酒呑童子の里体育館、 旧旅籠板文、 かしの木台ホール、 仲の湯、 福知山城、
福知山市内各所　他

9:00 ～ 17:00

http://kyoto-research.com/daikyoto-fukuchiyama2018ホームページ

大京都 2018 in 福知山

11 月 2 日 （金） 16:00 ～ 11 月 4 日 （日） 9:00

11 月 3 日 （土） 10:00 ～

11 月 3 日 （土） 15:00 ～

11 月 4 日 （日） 10:00 ～、 14:00 ～

11 月 4 日 （日） 11:00 ～

11 月 9 日 （金） 16:00 ～ 11 月 11 日 （日） 9:00

11 月 10 日 （土） 10:00 ～ 12:30、 13:30 ～ 19:00

11 月 11 日 （日） 10:30 ～ 12:00

11 月 11 日 （日） 15:00 ～

ボートハウス＿福知山の家と船

ガイド付まちなか展示鑑賞ツアー

アーティストトーク
@ 福知山公立大学まちかどキャンパス吹風舎 （京都府福知山市字上新７）
藤浩志 × 地元のみなさん

ガイド付まちなか展示鑑賞ツアー

勝手にファッションショーしながら歩く作品鑑賞ツアー by いろいろやってみる部

ボートハウス＿福知山の家と船

ガイド付まちなか展示鑑賞ツアー （午前）＋夢の山々を巡るバスツアー （午後）

こどもツアー （山山こどもアート学校）

アーティストトーク @ 古本と珈琲 モジカ （京都府福知山市中ノ 28-3）
池永梨乃 ・ 夏池風冴 × 小田井真美 （AIR ディレクター / 文化芸術事業設計 )

23 大京都 2018 in 福知山

藤
浩
志
＆
２
／
２

fujistudio.co

美
術
活
動
に
お
け
る
ツ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
・
空
間
全
般
の
研
究
︑
企
画
︑
制
作
︑
運
営
を
行
う
組
織
︒
1
9
9
2
年

設
立
の
藤
浩
志
企
画
制
作
室
を
前
身
と
し
︑
2
0
1
7
年
5
月 

f
u
j
i
s
t
u
d
i
o
.
c
o
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
︒

鹿
児
島
の
﹁イ
イ
テ
ラ
ス
﹂︑
糸
島
の
﹁う
み
か
え
る
﹂︑
秋
田
の
﹁旭
ス
タ
ジ
オ
﹂
な
ど
を
拠
点
に
︑
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
の
関
わ
り
の
中
か
ら
立
ち
上
が
る
﹁の
っ
そ
り
と
し
た
﹂
活
動
を
模
索
す
る
︒
﹁K
a
e
k
k
o
﹂

﹁P
o
l
y
p
l
a
n
e
t 

C
o
m
p
a
n
y
﹂
﹁J
u
r
a
s
s
i
c 

P
l
a
s
t
i
c
﹂
﹁い
と
お
か
し
や
﹂
﹁か
え
る

と
か
た
つ
む
り
﹂
等　

https://w
w

w
.fujistudio.co

22

作品を介在させることによって、マチの姿に焦点をあてようとした彼らは、捨

てられていたモノや、伝説を元にしたドローイングなどをインスタレーション

作品として発表した。それは、マチの断片を繋ぎ合わせて、またマチになると

いうような仕掛けにも見えた。

《伝説からはじまる》



2425 京都:Re-Search フォーラム

～アーティストのリサーチ～
開催日：2019年1月12日（土）
時　間：13:00～17:30
会　場：京都文化博物館 別館

地域と向き合う
京都:Re-Search フォーラム 2018　

ま
ず
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
島
袋
道
浩
氏
か
ら
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
リ
サ
ー
チ
」

と
は
何
か
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。
島
袋
氏
の
解
釈
で
は
、
歴
史
的
に
ひ
も
と
く
と
、

か
つ
て
セ
ザ
ン
ヌ
が
サ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
山
に
出
向
い
て
制
作
を
行
っ
て
い
た

よ
う
に
、
昔
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
そ
の
現
場
で
リ
サ
ー
チ
を
し
て
、
作
品
制
作
を
行
っ

て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
島
袋
氏
自
身
が
な
ぜ
リ
サ
ー
チ
を
元
に
し
た
作
品
の
制
作
や

発
表
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
レ
ジ
デ
ン
ス
し
て
い
る
場
所
で
、
そ
こ
に
あ
る
も
の

を
使
っ
て
そ
こ
に
い
る
人
た
ち
と
作
品
を
作
り
た
い
、
こ
の
こ
と
が
自
分
に
し
か
出
来

な
い
と
思
う
か
ら
だ
、
と
い
う
。
例
え
ば
、
以
前
島
袋
氏
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
シ
ュ
ワ
ッ

ツ
の
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
滞
在
し
て
リ
サ
ー
チ
を
し
た
際
、
2
0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の

山
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
な
お
そ
の
辺
り
で
は
貝
や
イ
ル
カ
の

化
石
が
取
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
滞
在
の
直
後
に
中
国
の
北
京

へ
行
っ
た
島
袋
氏
は
、魚
や
タ
コ
の
形
の
凧
を
手
に
入
れ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
シ
ュ
ワ
ッ

ツ
に
戻
り
、
そ
の
凧
を
揚
げ
る
と
い
う
作
品
を
発
表
し
た
。
土
地
の
歴
史
を
再
確
認
す

る
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
中
国
と
い
う
国
境
を
超
え
る
イ
メ
ー
ジ
も
提
案
で

き
た
作
品
と
な
っ
た
。
島
袋
氏
は
「
こ
う
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
リ
サ
ー
チ
を
し
て
作

C
O
R
E
が
展
示
会
場
に
し
て
い
た
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
が
途
中
か
ら
使
え
な
く

な
っ
た
よ
う
な
、
地
域
の
人
達
と
関
わ
る
こ
と
の
難
し
さ
や
、
リ
サ
ー
チ
し
た
場
所
や

発
表
し
た
作
品
は
や
が
て
別
の
場
所
に
も
繋
が
る
こ
と
に
気
付
く
な
ど
、
リ
サ
ー
チ
に

基
づ
く
制
作
、
作
品
の
多
様
性
を
説
明
し
た
。

取
組
報
告

「
京
都

：

R
e-

S
e
a
r
c
h   

2
0
1
8 

i
n 

京
丹
後
」、

「
大
京
都 

2
0
1
8 

i
n 

京
田
辺
＆
福
知
山
」

報
告
者
／
八
巻
真
哉
（
京
都
府
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
芸
術
課
）

第
一
部

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
地
域
と
向
き
合
う 

〜
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
リ
サ
ー
チ
〜
」

パ
ネ
リ
ス
ト
／
S
I
D
E 

C
O
R
E
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）、

　
　
　
　
　
　

目
【
m
é
】（
現
代
芸
術
活
動
チ
ー
ム
）

モ
デ
レ
ー
タ
ー
／
島
袋
道
浩
（
美
術
家
）

品
を
作
る
こ
と
は
、
ア
ト
リ
エ
や
ス
タ
ジ
オ
に
い
た
ら
出
来
な
い
こ
と
で
あ
り
、

自
分
に
し
か
出
来
な
い
こ
と
が
あ
る
」
の
で
続
け
て
い
る
と
い
う
。

　

続
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
目
【
m
é
】
か
ら
、
こ
れ
ま
で
リ
サ
ー
チ
を
元
に
し

た
作
品
２
点
に
つ
い
て
、
経
緯
と
と
も
に
紹
介
が
あ
っ
た
。
１
つ
は
、
2
0
1
8

年
に
宮
城
県
石
巻
市
の
イ
ベ
ン
ト
「
リ
ボ
ー
ン
・
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で

発
表
し
た
作
品
に
つ
い
て
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
現
地
を
リ
サ
ー
チ

し
て
い
た
彼
ら
が
制
作
し
た
の
は
、
復
興
し
て
い
く
街
を
体
感
で
き
る
作
品
で
、

そ
の
制
作
プ
ロ
セ
ス
や
来
場
者
か
ら
も
ら
っ
た
感
想
を
語
っ
た
。
も
う
１
つ
は
、

栃
木
県
に
あ
る
宇
都
宮
美
術
館
で
発
表
し
た
大
き
な
バ
ル
ー
ン
型
の
作
品
に
つ
い

て
で
あ
る
。
目
【
m
é
】
の
メ
ン
バ
ー
が
見
た
夢
を
元
に
、
顔
が
描
か
れ
た
バ
ル
ー

ン
を
浮
か
べ
、
町
の
ど
こ
か
ら
で
も
そ
れ
が
見
ら
れ
る
と
い
う
作
品
で
あ
っ
た
。

地
元
の
人
達
と
ど
う
や
っ
て
関
わ
っ
た
か
、
宇
都
宮
市
内
に
住
む
男
性
の
顔
を
選

ぶ
ま
で
の
苦
労
話
と
い
っ
た
、
制
作
過
程
に
つ
い
て
話
を
し
た
。

　

そ
し
て
も
う
1
組
の
パ
ネ
リ
ス
ト
で
あ
る
S
I
D
E 

C
O
R
E
か
ら
、
同
じ
く

「
リ
ボ
ー
ン
・
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
発
表
し
た
、
宮
城
県
内
の
工
事
現
場

用
品
専
門
店
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
作
品
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
S
I
D
E 

「
新
た
な
風
土
の
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
「
京
都
:

R
e

-

S
e
a
r
c
h
」「
大
京
都
」
を
府
内
各
地
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
こ
れ
は
、
府
内
各
地
に
眠
る

〝
タ
カ
ラ
〞
を
掘
り
起
こ
し
、
ア
ー
ト
の
〝
チ
カ
ラ
〞
を
介
し
て
、
新
た
な
価
値
観
の
発
見
や
発
信

へ
と
繋
ぐ
、
地
域
の
文
化
資
源
を
生
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
目
や
力
を
通
し
て
、

地
域
を
観
察
し
、
地
域
主
体
で
文
化
芸
術
活
動
に
関
わ
る
環
境
づ
く
り
を
促
進
し
、
地
域
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
や
魅
力
を
ア
ー
ト
の
視
点
か
ら
引
き
出
し
て
い
く
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
リ
サ
ー
チ
に
つ
い
て
、
ま
た
、
そ
の
成
果
物
と
し
て
の
作

品
や
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
地
域
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
に
つ
い
て
議
論
が
深
め
ら
れ
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
が
作
品
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、「
リ
サ
ー
チ
（
＝
思
考
）
す
る
」
と
は
、
自
分
自
身
は
歴
史
や

社
会
な
ど
、
自
分
を
と
り
ま
く
様
々
な
事
象
を
と
ら
え
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
見
つ
め
る
機

会
で
あ
る
。
未
知
の
も
の
に
対
し
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
関
わ
る
し
な
や
か
な
態
度
、
ま
た
リ
サ
ー

チ
の
結
果
、
光
を
あ
て
た
り
、
発
掘
し
た
り
し
た
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
編
集
す
る
や
り
方
は
、
実

に
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
今
日
に
お
け
る
ア
ー
ト
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
の
地
域
の
リ
サ
ー
チ
（
＝

思
考
）
に
よ
る
作
品
制
作
の
特
徴
や
意
義
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。

「
新
た
な
風
土
の
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
「
京
都
:

R
e

-

S
e
a
r
c
h
」「
大
京
都
」
を
府
内
各
地
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
こ
れ
は
、
府
内
各
地
に
眠
る

〝
タ
カ
ラ
〞
を
掘
り
起
こ
し
、
ア
ー
ト
の
〝
チ
カ
ラ
〞
を
介
し
て
、
新
た
な
価
値
観
の
発
見
や
発
信

へ
と
繋
ぐ
、
地
域
の
文
化
資
源
を
生
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
目
や
力
を
通
し
て
、

地
域
を
観
察
し
、
地
域
主
体
で
文
化
芸
術
活
動
に
関
わ
る
環
境
づ
く
り
を
促
進
し
、
地
域
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
や
魅
力
を
ア
ー
ト
の
視
点
か
ら
引
き
出
し
て
い
く
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
リ
サ
ー
チ
に
つ
い
て
、
ま
た
、
そ
の
成
果
物
と
し
て
の
作

品
や
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
地
域
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
に
つ
い
て
議
論
が
深
め
ら
れ
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
が
作
品
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、「
リ
サ
ー
チ
（
＝
思
考
）
す
る
」
と
は
、
自
分
自
身
は
歴
史
や

社
会
な
ど
、
自
分
を
と
り
ま
く
様
々
な
事
象
を
と
ら
え
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
見
つ
め
る
機

会
で
あ
る
。
未
知
の
も
の
に
対
し
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
関
わ
る
し
な
や
か
な
態
度
、
ま
た
リ
サ
ー

チ
の
結
果
、
光
を
あ
て
た
り
、
発
掘
し
た
り
し
た
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
編
集
す
る
や
り
方
は
、
実

に
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
今
日
に
お
け
る
ア
ー
ト
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
の
地
域
の
リ
サ
ー
チ
（
＝

思
考
）
に
よ
る
作
品
制
作
の
特
徴
や
意
義
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。
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ま
ず
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
島
袋
道
浩
氏
か
ら
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
リ
サ
ー
チ
」

と
は
何
か
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。
島
袋
氏
の
解
釈
で
は
、
歴
史
的
に
ひ
も
と
く
と
、

か
つ
て
セ
ザ
ン
ヌ
が
サ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
山
に
出
向
い
て
制
作
を
行
っ
て
い
た

よ
う
に
、
昔
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
そ
の
現
場
で
リ
サ
ー
チ
を
し
て
、
作
品
制
作
を
行
っ

て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
島
袋
氏
自
身
が
な
ぜ
リ
サ
ー
チ
を
元
に
し
た
作
品
の
制
作
や

発
表
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
レ
ジ
デ
ン
ス
し
て
い
る
場
所
で
、
そ
こ
に
あ
る
も
の

を
使
っ
て
そ
こ
に
い
る
人
た
ち
と
作
品
を
作
り
た
い
、
こ
の
こ
と
が
自
分
に
し
か
出
来

な
い
と
思
う
か
ら
だ
、
と
い
う
。
例
え
ば
、
以
前
島
袋
氏
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
シ
ュ
ワ
ッ

ツ
の
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
滞
在
し
て
リ
サ
ー
チ
を
し
た
際
、
2
0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の

山
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
な
お
そ
の
辺
り
で
は
貝
や
イ
ル
カ
の

化
石
が
取
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
滞
在
の
直
後
に
中
国
の
北
京

へ
行
っ
た
島
袋
氏
は
、魚
や
タ
コ
の
形
の
凧
を
手
に
入
れ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
シ
ュ
ワ
ッ

ツ
に
戻
り
、
そ
の
凧
を
揚
げ
る
と
い
う
作
品
を
発
表
し
た
。
土
地
の
歴
史
を
再
確
認
す

る
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
中
国
と
い
う
国
境
を
超
え
る
イ
メ
ー
ジ
も
提
案
で

き
た
作
品
と
な
っ
た
。
島
袋
氏
は
「
こ
う
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
リ
サ
ー
チ
を
し
て
作

C
O
R
E
が
展
示
会
場
に
し
て
い
た
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
が
途
中
か
ら
使
え
な
く

な
っ
た
よ
う
な
、
地
域
の
人
達
と
関
わ
る
こ
と
の
難
し
さ
や
、
リ
サ
ー
チ
し
た
場
所
や

発
表
し
た
作
品
は
や
が
て
別
の
場
所
に
も
繋
が
る
こ
と
に
気
付
く
な
ど
、
リ
サ
ー
チ
に

基
づ
く
制
作
、
作
品
の
多
様
性
を
説
明
し
た
。

第
二
部

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
地
域
と
A
I
R
と
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

登
壇
者
／
小
田
井
真
美
（
さ
っ
ぽ
ろ
天
神
山
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
A
I
R
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）、

　
　
　
　

菅
野
幸
子
（
A
I
R 

L
a
b 
ア
ー
ツ
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
／
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
）、

　
　
　
　

藤
浩
志
（
美
術
家
）

モ
デ
レ
ー
タ
ー
／
大
澤
寅
雄
（
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
芸
術
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
／
文
化
生
態
観
察
）

品
を
作
る
こ
と
は
、
ア
ト
リ
エ
や
ス
タ
ジ
オ
に
い
た
ら
出
来
な
い
こ
と
で
あ
り
、

自
分
に
し
か
出
来
な
い
こ
と
が
あ
る
」
の
で
続
け
て
い
る
と
い
う
。

　

続
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
目
【
m
é
】
か
ら
、
こ
れ
ま
で
リ
サ
ー
チ
を
元
に
し

た
作
品
２
点
に
つ
い
て
、
経
緯
と
と
も
に
紹
介
が
あ
っ
た
。
１
つ
は
、
2
0
1
8

年
に
宮
城
県
石
巻
市
の
イ
ベ
ン
ト
「
リ
ボ
ー
ン
・
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で

発
表
し
た
作
品
に
つ
い
て
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
現
地
を
リ
サ
ー
チ

し
て
い
た
彼
ら
が
制
作
し
た
の
は
、
復
興
し
て
い
く
街
を
体
感
で
き
る
作
品
で
、

そ
の
制
作
プ
ロ
セ
ス
や
来
場
者
か
ら
も
ら
っ
た
感
想
を
語
っ
た
。
も
う
１
つ
は
、

栃
木
県
に
あ
る
宇
都
宮
美
術
館
で
発
表
し
た
大
き
な
バ
ル
ー
ン
型
の
作
品
に
つ
い

て
で
あ
る
。
目
【
m
é
】
の
メ
ン
バ
ー
が
見
た
夢
を
元
に
、
顔
が
描
か
れ
た
バ
ル
ー

ン
を
浮
か
べ
、
町
の
ど
こ
か
ら
で
も
そ
れ
が
見
ら
れ
る
と
い
う
作
品
で
あ
っ
た
。

地
元
の
人
達
と
ど
う
や
っ
て
関
わ
っ
た
か
、
宇
都
宮
市
内
に
住
む
男
性
の
顔
を
選

ぶ
ま
で
の
苦
労
話
と
い
っ
た
、
制
作
過
程
に
つ
い
て
話
を
し
た
。

　

そ
し
て
も
う
1
組
の
パ
ネ
リ
ス
ト
で
あ
る
S
I
D
E 

C
O
R
E
か
ら
、
同
じ
く

「
リ
ボ
ー
ン
・
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
発
表
し
た
、
宮
城
県
内
の
工
事
現
場

用
品
専
門
店
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
作
品
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
S
I
D
E 

　

最
初
に
、第
一
部
の
話
を
受
け
て
、登
壇
者
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
を
交
換
し
た
。モ
デ
レ
ー

タ
ー
の
大
澤
寅
雄
氏
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
は
、
自
身
が
行
う
調
査
・

研
究
と
は
異
な
り
、
リ
サ
ー
チ
自
体
が
作
品
に
な
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
こ
と
、
地
域

に
も
た
ら
す
も
の
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
側
と
地
域
側
で
は
誤

解
や
裏
切
り
が
起
こ
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
小
田
井
真
美
氏
か
ら
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
は
短
時
間
で
制
作
を
す
る
た
め
の
リ
サ
ー
チ
や

制
作
の
場
で
は
な
く
、
長
い
時
間
を
掛
け
て
そ
の
場
所
や
出
来
事
と
関
わ
る
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
来
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
菅
野
幸
子
氏
は
、

海
外
と
日
本
に
お
け
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
意
味
や
意
義
の
違
い
、

必
ず
し
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
対
し
て
何
か
結
果
を
求
め
る
必
要
は
な
い
、
む
し
ろ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
も
、
地
域
の
人
に
と
っ
て
も
、
お
互
い
こ
れ
ま
で
知
ら
な
い
視
点

を
も
た
ら
す
こ
と
が
面
白
い
点
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
藤
浩
志
氏
は
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
立
場
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
に
参
加
し
、

作
品
を
制
作
・
発
表
す
る
こ
と
は
そ
の
地
域
に
新
し
い
価
値
を
つ
く
る
こ
と
で
あ

る
、
と
説
明
し
た
。

　

そ
し
て
来
場
者
も
交
え
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
体
験
・

経
験
で
起
こ
っ
た
事
例
を
発
表
し
、
共
有
し
た
。
例
え
ば
、
制
作
・
展
示
を
し
た

際
に
出
た
ク
レ
ー
ム
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
関
係
性
に
つ
い

て
。
あ
る
い
は
、
リ
サ
ー
チ
が
な
い
上
で
地
域
と
関
わ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
作

品
制
作
を
す
る
大
変
さ
や
そ
れ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
。
こ
れ
ら
は
地
域
を
問
わ
ず
起
こ
り
う
る
問
題
で
は
あ
る
し
、
担
当
者
の

考
え
方
に
依
る
部
分
で
は
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
関
わ
り
を

考
え
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
点
を
踏
ま
え
て
、
第
一
部
の
パ
ネ
リ
ス
ト
で
あ
る
S
I
D
E 

C
O
R
E
や
目
【
m
é
】
の
メ
ン
バ
ー
も
、
地
域
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
関
係
に
つ

い
て
体
験
談
を
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
で
長
年
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
を
し
て
い
る
来

場
者
か
ら
、
最
近
の
事
例
や
運
営
方
法
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、登
壇
者
そ
れ
ぞ
れ
が
全
体
を
通
し
た
感
想
を
述
べ
た
。
大
澤
氏
は
、ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
や
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
日
本
各
地
で
行
わ
れ
る

こ
と
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
地
域
が
向
き
合
い
、
お
互
い
に
も
た
ら
す
も
の
、
も
た
ら

さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
交
換
す
る
こ
と
で
厄
介
な
こ
と
も
あ
れ
ば
楽
し
い
こ

と
も
あ
る
と
説
明
し
た
。
小
田
井
氏
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
が
生

も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
良
き
方
向
に
転
が
る
よ
う
に
し
た
い
、
そ
う
す
る
と
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
も
地
域
も
何
か
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
と
話
し
た
。
菅
野
氏
は
「
京
都
:R
e
‐

S
e
a
r
c
h
」
と
い
っ
て
も
北
と
南
で
は
文
化
も
気
候
も
違
う
か
ら
こ
そ
、
き
ち
っ

と
リ
サ
ー
チ
を
位
置
づ
け
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
作
品
制
作
で
き
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ

ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
に
す
べ
き
だ
と
提
案
し
た
。
藤
氏
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
地
域
に

増
え
て
、
も
っ
と
何
か
し
て
い
く
人
が
増
え
た
ら
い
い
と
述
べ
た
。
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